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[第１８号] 

（OB 会 HP）http://www.lets-happy.net/toshibaob/index.htm 

平成 18 年 9 月 10 日 

最
近
の
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

澁
谷 

昇 

会
員
の
皆
様
に
は
平
素
Ｏ
Ｂ
会
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
御
座

い
ま
す
。
最
近
の
活
動
に
つ
い
て
四
項

目
程
、
報
告
し
ま
す
。 

 一
・
五
月
二
十
七
日
（
土
）
定
例
の
Ｏ

Ｂ
会
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。 

先
に
ご
報
告
の
通
り
、
多
数
の
皆
様
の

ご
参
加
を
得
て
、
盛
会
に
終
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
特
別
イ
ベ
ン
ト
の
ウ
ク
レ

レ
／
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
大
変
好
評
で
し

た
。
来
年
も
よ
り
多
く
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 二
・
六
月
五
日
（
月
）
故
松
本
武
夫
様

の
記
念
植
樹
を
致
し
ま
し
た
。 

「
故
人
の
生
前
の
感
謝
」
を
奥
様
か
ら

Ｏ
Ｂ
会
に
多
額
の
ご
厚
志
が
あ
り
、
一

部
を
総
会
の
懇
親
会
に
使
わ
せ
て
頂

き
、
残
金
で
研
修
棟
の
前
の
「
憩
の
広

場
」
に
、
深
谷
市
の
木
で
も
あ
る
「
椿
」

を
植
樹
致
し
ま
し
た
。
奥
様
か
ら
も
丁

寧
な
お
礼
状
を
頂
き
ま
し
た
。
工
場
に

お
出
か
け
の
際
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

 

 

三
・
七
月
二
十
二
日
（
土
）
深
谷
工
場 

の
夏
祭
り
に
参
加
致
し
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｂ
会
も
出
店
し
、
釣
り
同
好
会
に

よ
る
魚
釣
り
大
会
や
、
昔
の
遊
び
（
竹

馬
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
ブ
ン
ブ
ン
、
篠
笛
、

釘
打
ち
等
）
を
行
い
大
盛
況
で
し
た
。

来
年
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

懇
親
会
場
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来

場
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

四
・
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
の
深
谷
Ｇ
Ｃ 

Ｃ
運
動
が
市
の
合
併
に
よ
り
発
展
的

に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
（
後
述
） 

今
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま

す
。
更
に
、
新
し
い
活
動
を
模
索
し

ま
す
。 

な
お
、
総
会
時
皆
様
か
ら
お
預
か

り
し
ま
し
た
、
使
用
済
み
切
手
、
書

き
損
じ
葉
書
な
ど
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
関
連
の
「
ひ
と
み
園
」
に
お
渡

し
し
ま
し
た
所
、
丁
寧
な
お
礼
状
を

頂
き
ま
し
た
。 

今
後
共
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
会
報
に
寄
せ
て 

 
 

 
 

 
 

 

深
谷
工
場
長 

 

宇
賀
神 

孝
二 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
四
月
に

Ｔ
Ｍ
Ｘ
か
ら
戻
り
森
本
前
工
場
長
の
後

を
継
い
だ
宇
賀
神
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

今
年
は
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
五
月
に
開
催

さ
れ
、
多
く
の
諸
先
輩
に
お
目
に
か
か

り
大
変
有
意
義
な
一
時
を
過
ご
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
七
月
の
夏
祭
り
は

皆
様
の
ご
支
援
で
無
事
盛
大
に
楽
し
く

開
催
で
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
私
も
Ｏ
Ｂ
会
の
店
で
四
十
年

振
り
に
ベ
ー
ゴ
マ
を
回
し
ま
し
た
。 

 
 

さ
て
、
深
谷
工
場
は
Ｄ
Ｍ
社
主
管
の

工
場
と
し
て
そ
の
位
置
付
け
が
益
々
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
は
Ｒ
Ｅ

Ｇ
Ｚ
Ａ
ブ
ラ
ン
ド
が
徐
々
に
世
の
中
に

認
め
ら
れ
、
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
て
き
て

お
り
ま
す
が
依
然
と
し
て
赤
字
事
業
で

あ
り
、
一
刻
も
早
い
黒
字
浮
上
が
最
優

先
の
課
題
で
す
。
（
２
ペ
ー
ジ
へ
） 

 
 

 

総会挨拶 



 

 

 

 

（２） 

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
） 

一
方
、
映
像
シ
ス
テ
ム
事
業
は
デ
ー

タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
赤
字
を
業
務

用
カ
メ
ラ
で
支
え
、
何
と
か
黒
字
が
見

え
る
と
い
う
状
況
で
、
こ
れ
も
決
し
て

安
心
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
う
い
う
中
で
、
深
谷
工
場
は
「
物

作
り
」
の
親
工
場
と
し
て
よ
り
一
層
の

製
造
力
を
高
め
、
且
つ
そ
れ
を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
展
開
さ
せ
る
こ
と
、
事
業
の
安

定
的
黒
字
化
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

無
駄
の
無
い
締
ま
り
の
あ
る
工
場

は
一
目
で
分
か
る
も
の
で
す
。
そ
う
い

う
工
場
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
御
願
い

致
し
ま
す
。 

 

Ｇ
Ｃ
Ｃ
協
議
会
解
散
の
お
知
ら
せ 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ア
担
当 

 

石
井
忠
孝 

 

Ｇ
Ｃ
Ｃ
（
緑
豊
か
な
き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
運
動
）
は
、
昭
和
五
十
二
年
か

ら
二
十
九
年
間
、
市
内
二
百
四
十
八
団

体
の
参
加
で
、
駅
通
り
の
花
植
え
や
唐

沢
川
の
環
境
美
化
活
動
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
な
ど
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、「
初

期
の
目
的
を
達
成
し
た
」
と
し
て
、
八

月
二
日
の
総
会
で
解
散
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 

 

 

こ
れ
ま
で
、
Ｏ
Ｂ
会
と
致
し
ま
し
て

も
、
皆
様
の
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ア
精

神
の
も
と
に
、
社
会
貢
献
で
き
ま
し
た

事
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
諸
活
動
の
中
か
ら
検
討

さ
せ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

Ｏ
Ｂ
会
コ
ン
ペ
に
優
勝
し
て 

 
 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

山
本
栄
次
郎 

 

久
し
振
り
に
コ
ン
ペ
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
、
思
い
も
よ
ら
な
ぬ
優
勝
ま
で
頂

く
こ
と
に
な
り
、
愚
鈍
な
私
に
は
生
涯

の
誇
り
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
中
に
は
、
何
故
あ
の
老
人

が
？
ボ
ケ
で
打
数
が
分
ら
な
く
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
の
…
等
な
ど
疑
問
を
持
た

れ
た
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
所
、
や
は
り
幹
事
さ
ん
か

ら
「
日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
説
明
を
し
な
さ

い
」
と
の
ご
連
絡
を
受
け
る
事
に
な
り

ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
私
の
ゴ
ル
フ
に
関
す
る
生

活
を
一
寸
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

現
在
、
私
は
日
本
と
中
国
を
行
っ
た

り
来
た
り
半
々
の
生
活
を
し
て
い
ま
す

が
、
中
国
の
休
暇
は
退
屈
で
ゴ
ル
フ
だ

け
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
ゴ
ル
フ
で
得
ま
し
た
こ
と
は
、

無
欲
で
・
力
ま
ず
・
楽
し
く
・
で
す
。 

 
 

こ
れ
は
全
て
に
共
通
す
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
次
の
コ
ン
ペ
で
ど
う
な
り
ま

す
こ
と
か
。 

 
 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
に
入
会
し
て 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会 

及
川 

清
和 

私
も
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
に
入
会
し
て
、

早
五
年
。
当
初
は
歌
え
る
十
八
番
は
、
北

島
三
郎
の
「
川
」
だ
け
で
し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の
総
会
が
、
年
二
回

あ
り
、
持
ち
歌
を
増
や
そ
う
と
、
テ
レ
ビ

番
組
で
放
送
さ
れ
る
演
歌
を
ビ
デ
オ
に

撮
り
、
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
て
聞

く
。
そ
の
内
に
、
何
曲
か
歌
え
て
自
身
も

つ
い
て
喜
び
も
一
入
で
す
。 

歌
仲
間
と
、
何
と
な
く
対
抗
意
識
も
湧

い
て
来
る
様
に
な
っ
た
。
こ
う
な
る
と
次

に
歌
詞
に
重
点
を
置
き
、
詞
の
興
味
は
人

生
観
の
あ
る
も
の
に
変
っ
た
。
歌
は
詞
を

よ
く
理
解
す
る
と
、
自
然
と
歌
え
る
よ
う

に
な
る
。 

歌
の
上
達
は
、
テ
ー
プ
で
聞
い
て
稽
古

す
れ
ば
、
本
番
で
も
充
分
に
歌
え
る
。
ど

ん
な
演
歌
で
も
、
曲
の
流
れ
は
同
じ
で
あ

り
、
後
は
メ
リ
ハ
リ
、
コ
ブ
シ
な
ど
を
覚

え
れ
ば
歌
え
る
。 

自
分
の
歌
で
あ
り
、
夢
と
希
望
を
持
っ

て
、
堂
々
と
大
き
な
声
で
、
楽
し
み
な
が

ら
、
毎
日
イ
キ
イ
キ
と
生
活
を
過
ご
せ

ば
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
「
人
生
は
歌
、

歌
は
人
生
、
元
気
な
源
は
、
愛
と
健
康
と

良
き
友
達
で
す
。
」 

地上・BS・110 度 CS 

デジタルハイビジョン液晶テレビ 

「ＲＥＧＺＡ（レグザ）２０００シリーズ」 

唐沢川の清掃 



 

 

 

 

（３） 

民
謡
の
魅
力
を
求
め
て 

民
謡
同
好
会 

清
野 

正
一 

厳
し
い
暑
さ
も
峠
を
越
し
、
体
調
も

少
し
は
和
ら
い
で
来
た
所
で
す
が
、
そ

の
猛
暑
の
中
練
習
に
励
ん
で
き
た
民
謡

同
好
会
も
活
動
の
場
が
地
域
文
化
祭
、

会
の
発
表
と
、
秋
口
に
か
け
地
域
夫
々

の
会
場
で
活
動
す
る
事
に
な
っ
て
お
り

ま
す
（
主
に
群
馬
県
）
。 

多
く
の
皆
さ
ん
に
民
謡
を
楽
し
ん
で

貰
い
た
く
、
日
程
を
紹
介
し
ま
す
。 

09
・
16
（
土
）
高
崎
文
化
会
館
…
梅
征
会 

10
・
22
（
日
）
木
崎
公
民
館
…
文
化
祭 

10
・
28
（
土
）
新
田
文
化
会
館
…
文
化
祭 

11
・
04
（
土
）
境
公
民
館
梅
秀
会
三
弦
部 

11
・
05
（
日
）
尾
島
生
涯
セ
ン
タ
文
化
祭 

な
お
、
九
月
一
六
日
は
梅
征
会
三
十
周

年
記
念
演
奏
会
と
云
う
事
で
、
日
本
民

謡
会
の
名
匠
達
が
大
勢
出
演
し
ま
す
。

各
発
表
の
参
観
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 

民
謡
同
好
会
は
会
員
の
入
会
を
心
よ

り
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。
練
習
日
は
、

月
２
回
、
第
二
・
第
三
水
曜
日
の
夜
七

時
か
ら
九
時
、
幡
羅
生
涯
学
習
セ
ン
タ

二
会
音
楽
室
で
練
習
し
て
い
ま
す
。 

 

指
導
は
大
師
範
の
梅
若
梅
秀
（
明
石

正
二
）
先
生
で
す
。 

家
庭
菜
園
を
始
め
ま
し
た 

 
 

 

将
棋
同
好
会 

中
野
久
治 

 

会
社
定
年
後
、
家
庭
菜
園
を
始
め
て

三
年
目
に
な
る
。 

今
年
は
、
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・
ミ
ニ

ト
マ
ト
・
イ
ン
ゲ
ン
・
エ
ダ
マ
メ
等
、

私
に
し
て
は
上
出
来
で
あ
る
。
出
来
が

良
い
か
ら
、
益
々
畑
に
精
を
だ
す
。 

家
か
ら
五
分
の
所
に
畑
が
あ
り
、
わ

ず
か
四
十
坪
で
あ
る
。
一
度
会
社
在
籍

中
に
、
百
坪
借
り
て
、
一
年
で
草
の
た

め
、
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し
た
苦
い
経
験
が
あ

り
、
少
な
め
に
借
り
た
。 

今
で
は
一
日
一
回
、
畑
を
見
な
い
と

落
ち
着
か
な
い
。
お
陰
で
、
近
所
の
農

家
の
人
と
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。 昨

年
ま
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸

「
野
菜
づ
く
り
」
を
手
本
と
し
て
作
っ

て
い
た
が
、
中
々
理
解
出
来
ず
、
今
年

は
農
家
の
プ
ロ
か
ら
、
実
技
指
導
を
受

け
た
お
陰
で
良
く
出
来
た
。 

覚
え
た
こ
と
は
、
畑
の
休
息
・
植
え

る
時
期
・
害
虫
対
策
と
草
と
の
戦
い
。 

家
庭
菜
園
を
始
め
て
自
分
が
変
っ

た
こ
と
は
、 

一
、
野
菜
の
値
段
に
興
味 

二
、
野
菜
の
料
理
に
興
味 

三
、
近
所
の
畑
に
何
を
植
え
て
い

る
か
の
興
味 

四
、
近
所
の
人
と
の
会
話
が
多
く

な
っ
た
。 

、 

現
在
、
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
・
サ
ト

イ
モ
・
シ
ュ
ン
ギ
ク
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・

ネ
ギ
等
十
三
種
類
が
あ
り
、
お
陰
で
、

新
鮮
な
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

で
、
妻
も
大
喜
び
で
あ
る
。 

さ
て
、
話
題
を
変
え
て
将
棋
同
会

の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
す
。
現
在
、
会
員
は

三
十
二
名
で
す
。
毎
月
第
一
水
曜
日

の
十
一
時
か
ら
「
と
き
わ
ク
ラ
ブ
」

で
月
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、

見
学
応
援
に
来
て
下
さ
い
。 

今
年
も
十
一
月
に
、
一
泊
研
修
旅

行
と
し
て
、
長
野
県
斑
尾
高
原
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
入
会
し
た
い
方
は
、
幹
事

ま
で
連
絡
下
さ
い 

 
 

 

 

囲
碁
同
好
会
活
動
に
つ
い
て 

 

囲
碁
同
好
会 

幹
事 

遠
藤
保
明 

 

原
稿
は
一
枚
程
度
と
い
う
制
約
が
あ

り
、
休
養
施
設
の
情
報
提
供
を
兼
ね
て
、

同
好
会
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

今
回
は
泊
り
込
み
の
囲
碁
対
局
の
会

場
に
つ
い
て
で
す
。
昨
年
ま
で
は
埼
玉

県
長
瀞
に
あ
る
「
白
鳥
荘
」
で
年
二
回

の
一
泊
研
修
会
を
開
催
し
て
い
た
。
安

く
て
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
参
加
者
は

皆
満
足
し
て
い
た
。 

所
が
今
年
の
二
月
で
閉
鎖
に
な
り
、

急
遽
代
わ
り
の
場
所
を
色
々
探
し
た
結

果
、
越
生
町
の
厚
生
年
金
休
暇
セ
ン
タ

「
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
埼
玉
お
ご
せ
」
に

決
定
し
、
今
年
の
６
月
に
初
め
て
利
用

し
ま
し
た
。 

 

こ
こ
は
シ
ニ
ア
パ
ッ
ク
と
い
う
割
引

制
度
が
あ
り
、
十
名
以
上
な
ら
ば
割
安

に
利
用
で
き
る
。 

 

施
設
や
食
事
内
容
も
申
し
分
な
く
、

深
谷
か
ら
車
で
１
時
間
少
々
の
距
離
と

い
う
便
利
さ
で
あ
る
。 

 

利
用
し
た
方
々
の
評
判
も
よ
く
、
次

回
十
一
月
開
催
分
の
予
約
を
入
れ
て
お

い
た
。
越
生
梅
林
も
近
く
に
あ
り
、
保

養
施
設
に
申
し
分
な
く
、
個
人
的
な
利

用
も
お
勧
め
で
す
。 


